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昭
和
間
四
年
第

4
例
制
お
轍
概
念
申
比
例
会
ガ
ロ
同
月
刊
尽
か
ら
お
お
家
で
叫

Mg四
回
の
会
期
で
燃
か
れ
欲

し
た
。
蝿
幽
一
鎖
、
術
開
設
は
茨
在
当
蔵
し
て
い
る
務
関
綴
の
う
ち

7
演
目
は
つ
い
て
綴
告
を
叫
り
い
ま

し
だ
。
合
開
幽
M
跡
、
こ
の
お
政
一
般
線
航
闘
の
う
ち
ち
褒
自
の
ほ
ほ
会
文
議
紹
介
い
た
し
ま
す
。
料
品

仇
拐
、
酬
閣
の

2
震

回

づ

成

mm綴
の
蹴
棚
送
力
整
潜
L

と
寸
総
額
部
制
綴
L

な

つ

い

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

綴

朝
刊
日
国
語
仲
村
M
院
内
?
臼
mw、
日
記
間
同

M
m
g号
区
捕
縄
緩
い
だ
し
雄
執
し
だ
の
で
、
蜘
間
愛
占
口
付
』
て
い
だ
だ
き
ま

し
だ
。
時
払
た
、
議
祭
は
刊
M
鵠
制
捜
服
務
叩
摘
慨
山
刷
、
す
べ
て
原
案
の
還
り
可
決
怒
れ
出
獄
し
た
。

そ
の
問
、

2
月
以
は
ぬ
絡
に
よ
る
ア

ン
ケ

i
ト
で
中
市
M

伐
の
窓
肉
を
把
鑑
L.

A
-
絡
に
は
総
合
詮
由
審
議
会
主
催
に
よ

る
爺
段
差
言
語
-
裏
肉
級
事
ま

か
ら
薮
按
基
本
縦
約
的
嚇
融
機
に
対
す
る

ζ
柑
品
開
凡
告
側
附
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

魔
物
線
跡
地
、
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
紘
艶
響

山
階
鳥
類
研
究
所
の

鱗
接
地
内
恥
醐
脚
類
展
一
部
鵠

す
る
に
は
、

総
数
約
心
も

綴
織
的
に
も

十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
e

民
}
め
よ
う

な
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
も

誘
較
的
滋
淡

を
活
ら
に
務

め
る
た
め
、

研
究
訴
の
憐

終
柏
崎
は
お
獄
後
一
一
小
銭
を
時
建
設
す
る
考
え

で
、
争
念
例
会
に
用
地
叡
得
の
た
め
的

抽
出
務
負
短
行
為
的
補
正
予
絡
を
お
闘
い

い
た
し
ま
し
た
。

高
野
山
地
先
の
ホ
テ
ル

建
穣
、
難
蓋
…
金
に
話
題

同
年
内
9
月
定
例
会
で
、

ん
の
総
帥
諮
同
組
剰
に
附
附
す
る
粂
剤
師
一
部

改
版
が
符
淡
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

日
月
6
H、
護
者
か
ら
尚
幡
町
出
品
地
先
へ

の
フ
イ
ソ

y
s
ノ
グ
ホ
テ
ル
的
綴
絞
ね
つ

い
て
‘
糸
約
ハ
い
総
(
っ
く
附
抽
出
替
の
夜
中
山

が
あ
り
ま
し
た
包

w

}

的
建
築
物
が
ラ
ブ
手
γ
凡
に
付
制
お

抽

出

、

次

役

磯

市

母

子

世

空

穫

量

療

費

等

露

雲

間

総

し

蓄

え

る

も

の

で

す

u

重
役
の
選
任
に
つ
い
て

副
部
れ
は
入
す
る
皐
倒
の
一
務
紘
一
止
総
燃
料
開
体
間
後
四
盟
干
葉
掘
車
両
戸
市
咽
セ
ン
タ
ー
綴
叫
判
的
変
獲
っ
て
い
た
助
役
い
い
中
傾
向
棋
人
件
以
的
指
令
惑

か

納

糊

鰍

ま

一

総

霊

長

い

改

正

す

る

も

の

。

ιつ
い

て

禁

k
Z望
書

見

芝

が

泌

す

れ

ま

し

た

&

制

村

凝

だ

、

f
定
機
市
議
也
市
照
料
条
例
竺
壁
互
い
で
い
作
い
ず
ナ
楽
祭
自
治
セ
ン
タ

i
綴
紙
撤
災
は
苦
笑
業
学
佼
卒
白
川
附
初

出
血
叡
聞
は
別
品
霊
的
経
揖
情
勢
や
近
隣
市
と
の
議
仏
判
的
一
部
裏
手
る
も
の
で
す
ァ
事
、
当
時
的
布
伎
町
役
場
い
い
号
、

路
幾
決
役
目
げ
な
ど
を
者
婚
し
噂
必
婦
柑
ぷ
燃
料
的
改
定
宿
直
沼
和
印
字
援
ー
市
本
滋
都
機
会
幹
刷
機
蕊
市
制
総
行
体
協
は
、
関
係
部
鋭
、
総
務
部

道

総

一

等

防

官

墨

田

tbuづ
も
の
で
ダ
悶
こ
Z
こ
よ
人
刊
帯
纂
(
務
1
品

三

区

間

、

収

入

役

絡

を

畿

任

。

問

時

初

3
年
1

市

ご

。

だ

u
b
l

一

司

t

一-a
け

r
怠
だ
い
。
縫
匂
え
ば
京
晶
一
口
奴
で
は
舌
絞
カ
表
ず
創
刊
総
務
一
絞
臨
輔
の
職
員
の
給
与
日
い
関
す
る
対
2
日
集
ま
れ
、
計
歳
q

ハ
住
所
は
布
依

ら

J

し
て
た
好
山
内
Z
平
右
じ
こ
っ
与
1
年
小
¥
淡
…
7
2
5

条
例
的
一
部
紘
一
血
人
事
絞
殺
wやは税

3
0
3
9
番
地

ガ

て

絞

っ

し

特

叫

27

監

獄

い

れ

怨

ま

器

。

。

内

が

3
0
0
0
将

、

室

が

1

涜
憎
め
毒
殺
し
改
正

Zも
の
で
す
。

あ

っ

さ

と

れ

前

入

率

に

つ

静

1
加
工
、
一
現
行
5
0
0
向
か
ら
園
開
閉
鞠
鵠
草
地
脱
曲
川
一
般
会
計
器
補
正
予
算

む

決

実

さ

は

任

可

欠

径

二

6
0
0
内
に
な

η
ま
?σ

ぷ
2
号
)

一

件

機

蜘

附

鳩

幻

華

道

路

線

の

認

定

ιつ
い

て

小

学

喜

和

時

差

議

援

護

殺

事

業

開
問
抑
棋
の
。
氏

2
2
生
党
従
や
誠
一
蹴
依
絞
め
交
叫
端
的
一
世
に
供
特
抑
制
会
針
機
一
止
予
算
内
務
記
号
)

援

助

案

す

市

勧

Zた
め
、
葉
小
か
り
電
カ
中
史
研
義
語
差
帯
土
地
区
画
整
難
事
幾

m
v
想

問

糊

究

所

雪

で

の

道

路

高

卒

る

も

的

。

特

総

会

計

補

定

予

算

系

金

合

J

ぺ
溝
淵
坂
壷
市
滋
開
閉
絞
め
殺
燃
は
つ
い
て
郡
部

E

世
間
唱
和
町
四
年
度
市
公
共
下
水
滋
事
蟻
特

飯

合

'
A
W

の
仙
明
党
内
総
尚
践
的
後
い
市
滋
の
一
認
を
紋
別
余
齢
制
緩
総
予
算
〔
第
2
号
)

ム
口
緩
臨
時
耳
師
陣
経
明
絞
め
叶
税
制
山
議
柏
崎
」
品
川

絞
殺
は
、
機
械
台
紐
慣
に
も
そ
の
記
殺
が

な
く
、
熱
訟
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
い
い

な
り
ま
し
た
G

こ
の
た
め
‘
削
削
除
す
る

協
同
内
向
お
紙
明
総
似
合
、
液
晶
刊
日
年
四

月
1
日
ゑ
地
所
有
者
向
変
明
議
申
網

代
磯
人
で
あ
る
業
者
に
発
滋
い
れ
ん
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
受
取
人
転
開
樹
党
不
明

に
よ
り
鋭
機
人
総
L
、
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
土
地
所
有
老
後
に
、
問
内
率
的
総

制
問
、
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
}

そ
の
後
、
数
殺
と
禅
一
絡
が
と
れ
ま
し

す
る
か
消
防
か
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、
た
の
で
喰
一
丹
波
郵
川
明
会
発
送
し
た
と
ニ

治
る
刊
日
月
型
自
に
我
担
骨
子
市
ラ
ブ
ホ
テ
ろ
‘

MMnunに
技
孫
子
察
制
問
機
か
ら

ん
等
審
査
会
に
務
総
し
、
問
問
、
第
1

郵
便
物
反
逮
疑
問
を
暗
…
け
ま
し
ん
γ冷

斗

級
官
官
遊
会
が
関
川
限
界
お
れ
必
携
し
た
。
的
手
統
hg
を
総
た
の
ち
.
H
同月
Z
E
に

鞠
時
械
情
予
定
地
は
‘
山
部
楠
易
相
同
研
先
鋭
綴
務
に
対
し
四
抗
措
出
宅
地
部
分
台
記
仏
紙
は

改
H
V
+
市
的
鳥
類
展
前
綾
子
波
地
内
湖
品
川
叫
効
力
を
去
っ
た
設
の
高
山
知
を
い
た
し
ま

距
離
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
多
し
た
a

く
的
方
々
の
叩
絞
殺
や
お
き
な
が
・
旬
、

機
緩
い
対
処
し
て
い
く
考
、
え
で
す
。

ー
現
況
鴨
熔
」
確
鎚
問
問
題

H

燕
効
8

へ
の
手
続
懲
持
プ

娘
一
円
仙
端
氏
一
ホ
テ
ル
叫
鴻
議
字
情
品
地
に
つ

い

τ、
間
附
初
出
年
日
月
日
日
発
行
的
凶

{
砥
資
産
税
土
地
一
討
師
時
州
統
制
法
N
V
純一段

制
標
軸
純
資
組
欄
師
閉
会
議
録
的
法
命
に
つ
い
て

総
数
蒋
袋
員
会
委
員
約
井
上
浅
川
町
役

桂
川
げ
密
日
経
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
川
内
町
附
す
る

も
の
で
寸
“

叩明和
3
年
2
丹
口
uu
生

白
山
之
内

7
め
ら

閉
口
縦
品
川

犬
氏
。
。
年
m
H
H
日
日
生

.i..発成LtごÚl~童鳥類務究所

滅
的
手
絞
き
の
完
了
に
持

い
。
口
月
間
白
、
東
畠
飾
郡
市
計
耐
問
事

務
所
へ
内
存
続
明
都
凶
閉
め
移
し
を
域
付

す
る
E
、
と
も
に
、
都
市
計
品
開
法
務
日
日
条

綴
1
刑
務
1
ロ
ザ
的
成
存
宅
地
夜
間
昨
中
総

に
つ
い
て
、
ご
総
増
収
編
い
た
い
総
合
山
中

し
添
え
報
告
し
た
と
ニ
ろ
で
す
ぬ

〈
な
お
仰
附
加
刊
mm
年
m
w
n
け
同
日
号
広
報

T
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
業
者
は
本

一
ア
ル
議
築
を
断
か
し
て
お
り
ま
十
c
)

料判仏中
2
6
4
2
帯
地

働
側
削
減
繁
療
経
属
加
審
査
蚕
磁
間
余
祭
滅
的

滋
佳
に
つ
い
て
欠
m
m
kな
っ
て
い
た

山
則
定
長
級
好
機
議
衆
議
同
問
ム
南
北
京
国
只
に
、

一
級
殺
央
総
氏
を
幾
絞
す
る
も
円
で
す
ロ

染
谷
英
雄
氏

大
豆
行
年
同
月
4
綬
双

十
M
N
6
2
2
教
総

議
長
じ
渡
辺
ポ
氏
、
割
議
長
に
小
林
叫
民f支

121 

い
る
と
問
問
事
及
川
V

、
中
小
山
品
目
以
月
日
筒
、
加
、
え
な
が
ん
作
業
を
滋
め
て
い
ま
す
G

腕
官
級
絡
め
総
鋭
部
腕
試
と
業
業
部
長
に
会

;
6
・e
E
i
-
-
2
1
・

ぃ
、
市
め
ま
ち

7
り
に
お
け
る
跡
地
総
合
計
盤
、

S
舟
に
ほ

の
必
委
後
を
訴
え
ま
し
た
。

そ

の

絞

築

後

綿

一

縦

士

、

夜

章

一

基

本

構

懇

を

響

串

抑
制
初
悌
都

Gn‘
後
援
部
積
約
4
0

め
ら
れ
て
い
る
紙
約
土
地
区
間
出
整
壊
世
帯

0
0
平
方
U
的
払
下
げ
申
議
泌
を
東
絞
殺
の
G
G

街
援
に
帯
同
す
る
網
地
を
徐
器
、
附
唱
和
山
間
年
7
月
に
発
足
し
た
総
合
計

ま
著
書
へ
捻
出
し
、
総
織
を
行
事
に
払
下
げ
し
た
い
と
の
析
を
棄
函
審
議
会
芸
、
協
議
議
織
の
ず
出
費
鋭
研
究
婦
は
、
芝
日
時

っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
昨
事
7
丹
に
現
地
が
縫
示
さ
れ
、
ニ
的
中
で
協
議
を
行
っ
口
ジ
五
ク
f
4
T
i
ム
及
び
ワ

i
キ
ン
グ
目
、
制
ヤ
ル
帥
然
V
に
臥
吋
賄
側
保
護
団
体
関

制
州
織
が
中
尚
一
線
き
れ
、
払
下
げ
福
凶
日
間
5
6

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
的
伶
業
を
受
け
、
昨
年
日
河
川
附
滋
な
ど
が
出
席
し
、
培
工
式
が
行
わ

γ
5
・
口
守
お
い
い
が
確
従
事
れ
ま
し
た
。
跡
地
の
利
用
計
溺
に
つ
い
て
は
、
公
ま
で
判
明
況
分
析
を
行
っ
て
務
ま
し
た
m

れ
ま
し
た
e

な
お
、
政
火
山
い
は
キ
畿
の

そ
の
後
、
関
鉄
ぷ
下
げ
附
山
端
的
転
売
共
事
業
内
務
舵
聞
な
ど
が
特
え
ら
れ
ま
す
そ
の
成
条
は
総
合
叫
削
減
策
鉱
山
政
料
4
4
2
務
総
式
が
礎
L
A
H
μ

…
付
わ
れ
ゐ
支
持
で
あ

問
問
緩
に
摘
を
終

L附
察
本
社
か
て
地
が
‘
釈
潟
村
材
を
絞
り
学
ゑ
況
の
変
化
、

8
に
ま
と
め
制
緩
W
い
た
し
ま
し
た
G

り
、
今
後
は
総
本
、
文
献
閥
的
笠
澄
が

方
公
銭
閉
山
体
と
の
日
幡
宮
契
約
に
つ
い
て
い
ま
ど
跡
地
の
お
滋
計
歯
相
同
町
で
は
、
ま
判
明
夜
、
審
議
会
で
は
基
本
様
相
叫
に
お
山
口
わ
れ
、
白
馬
類
研
究
者
に
公
開
さ
れ
る

の
滋
遠
が
出
さ
れ
ま
し
れ
同
d

こ
れ
に
持
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
欄
慨
を
与
、
一
え
る
も
け
る
将
来
像
的
対
織
を
品
引
っ
て
い
ま
す
Q

見
返
し
で
す
。

い
東
京
北
鉄
滅
附
W
棚
峨
悶
河
内
総
で
も
、
本
の
主
総
い
ま
す
や
こ
の
た
め
、
現
在
は
今
後
日
同
総
本
務
総
的
サ
チ
a

素
案
づ
く
し
か
し
、
公
開
さ
れ
る
と
は
い
う
も

蜘
鳩
め
払
下
げ
に
関
L
議
議
を
呼
ん
で
絞
綴
終
的
特
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一
郎
さ
ん
ら
齢
別
く
ほ
ど
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い
れ
ん
撚
〈
ら
い
ま
で
は
制
す
時
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き
ょ

一
仰
向
M

集
ま
れ
、
今
年
数
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で
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蕊
お
人
滋
検
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品
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h
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即
事
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存
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中
的
畑
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〈
よ
く
丈
夫
に
℃
き
て
る
ん
だ
ね
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「
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ク
し
ち
ゃ
や
っ
ぱ
り
う
ま
く
な
…

一
を
迎
え
た
県
内
宮
町
お
年
寄
り
立
和
室
、
雲
緊
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段
つ
て
の
餓
開
設
が
と
っ
び
か
な
い
ん
だ
か
ら
の
も
と
主
主
義
主
さ
れ
て
も
一

一
と
り
と
し
て
、
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目
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と
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か
り
絞
め
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は
、
中
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京
3
代
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紙
一
6

う
統
制
汎
な
ん
か
受
け
つ
け
な
い
ん
と
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よ
い
も
そ
う
さ
ま
で
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白
a

家
族
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一
旬
お
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怖
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贈
ら
れ
た
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内
で
め
で
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が
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の
役
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か
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り
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迎
え
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郎
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。
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。
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を
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…
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献
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て
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う
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け
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塁
と
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い
ち
や
ん
ち
ゃ
ん
宇
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っ
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で

も
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い

し

ゅ

拡

な

ん
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こ
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と

め

ま
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五
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け
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予
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寿
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を

述
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ん

、
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ま

で

も

二

万

夫

両

竹

毒

事
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的

問

ム

中

川
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町
一
で
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
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男
女
繕
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も、 第653警
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間
関
悶
内
部
会
加
入
り
宇
刊
紙
ち
は
淡
み
ま
ニ
的
制
制
度
は
、
隼
を
と
っ
て
働
け
な

し
セ
か

a
m岩
崎
に
な
る
と
成
人
と
し
て
く
な
っ
た
と
象
的
稔
軌
跡
年
金
、
お
入
中

多
〈
的
機
副
仰
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
町
病
気
や
今
が
で
濠
毒
殺
に
な
ゆ
た
と

間
建
都
会
に
加
入
す
る
な
、
そ
の
ひ
き
の
翠
享
金
、
ご
み
交
を
一
亡
く
さ
れ

と

つ

で

す
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子

世

帯

と
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と
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の
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子

年

金

開
制
民
年
金
持
燦
林
漁
業
馳
問
中
ム
然
、
な
ど
7
つ
の
年
金
と
死
亡
一
時
金
が
あ

サ
ー
ピ
ス
識
な
ど
の
方
と
そ
め
滋
訟
の
の
、
納
入
者
や
遺
絞
め
漁
協
的
安
定
を

止
め
の
年
金
制
度
で
す
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こ
円
納
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に
閲
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と
を
閥
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と
し
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加
出
入
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壮
け
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納
め
る
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後
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綴
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然
加
入
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仁
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出
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で
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。
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入
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銭
入
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仲
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な
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縫
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玲
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摘
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す
a

ま
た
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開
制
刑
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皆
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事
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と
協
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だ
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あ
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と
三
}
苦
い

ま
し
た
ω

v
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せ
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議
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け
リ
ン
ク
、
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綴
か
〈
岡
田
色
、
制
嶋
崎
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寸
す
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幼
鳥
は
渡
的
車
問
僚
と
端
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品
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機
的
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は
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ま
せ
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北
極
圏
か

ら
お
地
、
高
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し
て
渡
来
し
ま
す
a

か
つ
て
、
事
祭
滋
に
は
沢
山
闘
の
が
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が
来
て
、
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ギ
に
な
っ
サ
オ
に
な
っ
て

絞
然
、
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し
た
獄
列
小
、
淡
ん
だ
と
、
そ
の

詩
情
安
値
摺
ら
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
、
い
ま
す
。
し
か
し
今
で
は
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ほ
と
ん

ど
が
み
ら
れ
令
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
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し
く
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年

mun制
約
か
ら

糊黒部
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悶
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対
象
潟
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1
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で
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い
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恥
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あ
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災
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仙
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ま
し
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髄
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か
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翼
盟
活
動
さ
翠
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祉
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に
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の
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得
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と
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ま
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潟
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取
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す
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な
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し
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葉
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…
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ス
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“
室
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、
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の
知
り
合
い
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本
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、
午
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後
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ゑ
「
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補
仕
掛
嶋
叩
開
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い
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縦
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付
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…
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…
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…
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…
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さ
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画議恕唾固
ま鑓i'-'治線に主室i去さま正当!手通{翠震叡主

やケープ)~の下での三芝生尭望書、野焼

さきを行でう場合i謀、できるだけさげ

ていな絞くようごを事力殺の

機童話やケーブル家事!こ主主返しc作
芸誌をする機会I;J:量霊長話して下おい。

惨伊達総 畿寄りじり畿をま/ごJ謀、成長E

信号話題銭安蕊岱合175叩22-1317

種極欝踏んftiC't塑縄
..臼鰐 2Fl16Eヨ〔こt)午後1筋力
ら48寺(綾湾総事吋〉

惨事署員時 千葉中央コミニヱ二ティ士ヲ

ンヲー

脅か量豊絡先 千葉中央法律議主義続

ft0472-25--4567 

感⑧@⑮毒参
や量産生8ありがとう会の代務波譲

事量〈並木〉から譲訟の疋めにと3249
fIlO:襲警総;tJあり殺しだ。

争コEーデル主主後密の般の会長震がをう

議主上のZさめ五ごと2840F守の重苦ll:t1Jilii
りをましだ。

や我E罷'if態量堂義護会様tJs役会議技
施設滋苦蓄基議へ3白石F号の聖書{司;tJあ

りをまし定。

や公主主E重機盛衰手書堅手事憲一鞠事震が
ら社会泌総施設主義語審基金へ1万20
64fIlO:轡揺がおりましだ。

キ事主主草子ロイヤルテニス健機器話会

総一向者震がら社童話機主t~題言愛媛韓看護

食へつリスマスヲャリティ…家主霊

会の総主主金3お72∞戸90)轡{甘えア話器
り殺しt:.，

争望書老殿風-'JZ犠〈章受;t:)ガぞう漁読

者草加幸重軽滋iことす万580び:qの寄付
;tJあり訴し主主。

+E吉本場韓気〈妹)!t孫子著書量草場日の
総余援かそう主フフリカ午l<fつ主主媛金

五アーとおお1α∞F号o悪霊{すガあてn聖v
だ。

辛子相銀コンサート実行重量銭会緩か

ら機後作議所へ575ftJの皇軍i甘えfまき
り殺しだの

外務機とE主要事ボランティヨフ記号才副

主主主霊:JJで、戸フ1)1:1へ穂子n10075 
役者を法る王室裁が続けられてい殺をす。

滋:JJしていただきゃをすいよう治近

くに集事署長持を設け芝ましだのてブご努

力をお隣いしさ安宅fo

炉義語:JJ1iB *宅千百 華計五き宣伝廷は、

必ず洗ってあるこ点。主主毛し怨ボ

ヨフシーツ!誌新忽であるこ点。対ド湧

語註 5001玄Jt;.(J:(ヨコフソ薬草の送
料〕

きが綴器産所

重型車080年1J寺18践を 客人口 111田027人〈ート1.456入〉
〈約書きまま;志〉 男 56，645人 主主 55.381人

*t世帯量買 33.458t空機〈ート599惨事替〉

曜静筋民重量重量 84---3311
修rn民鴎密室草創-1110
ernf悪事器密鐙連覇花台分童書 87-3係各
⑧市民鴎露総務重力図書審査輩 87← O宮(日
命中央公幾重富 82叩吋0515
惨事富市改革意事務務 85-1171
@区頭要議連審理詰3ー付税
嘩身体僚懇著書銀総ゼンタ… 88-01
@つつじ経 88-0123
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砂田時 H苦22Eヨ()I<)午後1き寺
診器聖書野 中央公淡童書

..食事費 有三切む悶

滋出姥希録音警はハガキiこ銭襲安号室事

者を緩いて3羽詰Û~までに主主主ド68-9

W本室電主主主主で
..罪悪い合ねな W4':宮82即8408

惨包事事 2月3BC包〉午詰u8草寺お

分から午後3事者(言語ラとの主題合17B)

..コース三転lE

修草書2日資事話 *小学生 58です
組(記事ず3寄生以下の!鍔裁を入れ
とii:t建設苦言ガいること〉

*中待望E生 38で7義喜〈中学生長・主主
総生だ17OチームE苫)

券著書1lJ縁 先著書50王子ーム

惨事事Z陸後続籾
診療し込み ハガキに護番組苦書記むを生

街、氏名、調童話、今年〈チ ムの

キャプテン!とC張。〉、{古語主著書の造絡

先、子供会など弱体iこE荷量議してい
る織をき滋言語体績を記入し、 1F弓25

8EまCIこ、総孫子1紛4毅膏塁悪霊童会

主主会教事奇襲震訟で

炉問い語~.þt立祉会義務護憲

惨事事繍 い毛ずれもとF蕗u10脅かそう午

後4隠さま令。〈め1<1ぇ主主縫童書のめ今
後1u専かをうヰ善寺霊堂で〕

ー砂漠総先 外はj器82-2911
き告綬官82司告730

量塁寝苦5鋲李度中央草案・言語綴入選作
毘をはじめ、新作を00余波展示し
主主売す。

験図書事 H弓18B(念〉から21Bl湾
午前10喜奇から午後6絡まで

券議員時 市民会議議事室2・3会議室霞
砂問い合わ校毛利器授示{校対8

。豊富141<主 事事内サマ1まホットじい
なのかく入場持者約〉

*包跨 11'弓20臼(包〉午後1&寺
傘喜韓筋 嫁こE事責湾全E関協議会、事実

務長ム霊主fr

。第15在請 書量ど員議後を還しての勢
湾実践〈入場奇襲車道〉

ネ鈴際会問17臼CEヨ〉午後1a者
場E時邸 主議~t(字学校教主童 書尊重量三

驚雪氏

絞場所はいずれあ中堅公会書E

b罪悪い合わ投 書室長器官88-2576

極寒内F括経iこ然iきた奇数:の犬タ

ロとジ口、紳務的大様によみがえ

る熱い感動。

さきHI孟‘ 1有事量季語言語;こ使鴻した交

量産、小i藍熱波とI決燃を串官{撃した!埼

玉義者的苦苦労穏など盛沢ul月;窓しま

した。綾子ふれあいの殺しい税絞

をどうぞお滋しくだ苦い。

新年的基際5ろは、持撃事メンバ…

丹かもしだすき主楽器の番号べから

砂主望書曹 1丹278(説}午後2時

惨入麗料 一般1000丹、言語校生以

下700f1j(全滋綴絡}

傘お意義 捜i-I!I滋重量{バイオリン}、
村上手話邦{バイオリン}、主主総務

{どオラ}、鱗録久弥{チェ口上滋

i事栄子{ばアノ)

本陸担問 アイ才、，クライネ・ナハ

トムジーク、伝説差益夕、ケル、ソ~・

タランテラほか

争塁塁0¥宮古わせ 技会教湾総

@入総書量発発真野 *平後番街*北

口ひらが*ダイヱ吟，，~係子二絞本ブ

ヅクススズ~*葉狩梁底*お)11'春

光堂本十一屋義成*ポビー孝市民

E重要害総湖北台分量宮*1lii完全宣言i秀吉

lJiひろがり象中央公総量吉

I>a寺恋午後守防tJら3罪者
砂重量F割 安主要書華料(花粉慨F号線〕
紗鍔毒害するもの ハザミミ、資uw
..問い合わ世 我主義子rn役員接連議
事t慰問機子002
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